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令和６年度 第１回荒尾市地区協議会会長会 議事要旨 

 

日  時：令和６年７月１１日（木）午前１０時００分～１２時００分 

場  所：荒尾市役所 市長公室 

出席者：会長  万田地区協議会   会長 河部 啓宣  

    副会長 万田中央地区協議会 会長 田中 一大  

    委員  荒尾地区協議会   会長 小柳 昭幸  

    委員  井手川地区協議会  会長 辛島 正春  

    委員  中央地区協議会   会長 中村 泰彦  

    委員  緑ケ丘地区協議会  会長 石松 清   

    委員  平井地区協議会   会長 内野 修治  

    委員  府本地区協議会   会長 山﨑 和義  

    委員  八幡地区協議会   会長 旭田 國浩  

    委員  有明地区協議会   会長 安田 信彦  

    委員  清里地区協議会   会長 黒﨑 雅司  

    委員  桜山地区協議会   会長 吉村 敏行  

 

荒尾市：田上副市長 ※挨拶のみ 

    くらしいきいき課（事務局）：田中課長、渡邊課長補佐、梅井参事、岡元、藤田 

    

連絡事項 生涯学習課：佐々係長、雪野参事 

     防災安全課：濵津参与、倉岡 

     環境保全課：福本課長、濱北課長補佐 

 

１．開会（くらしいきいき課 田中課長） 

 

２．会長挨拶（河部会長） 

本日は、お足元の悪い中、また大変お忙しい中、お集まりいただきましてありがとう

ございます。会長の皆様には日頃より地域のためにご尽力いただき、感謝申し上げます。

本来ならもっと早い時期に開催する予定にしていましたが、各地区の総会の開催もあり

まして、本日の開催となりました。 

せっかくですので、皆さまからご意見をいただいて、意義ある会議にしたいと思いま

すので、ご協力よろしくお願いします。 

 

３．副市長挨拶（田上副市長） 

   本日、浅田市長が別の公務で出席がかないませんでしたので、私の方から一言ご挨拶

申し上げます。 
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   地区協議会の会長の皆様には、日頃から本市の行政について、ご協力いただいており

ますことに心から感謝申し上げます。また、地域のリーダーとして、それぞれ地域の活

性化のためにご尽力いただいておりますことに深く敬意を表す次第でございます。 

   さて、ご承知のとおり、令和２年から令和５年まで、新型コロナウイルスが世界的に

流行しまして、社会活動に大きく影響を及ぼしました。地域活動についても中々イベン

トの開催ができない状況が続いていましたが、昨年の５月に感染症法上の位置付けが変

わり、少しずつ、以前までの取り組みが行われてきている状況になってきているのかな

と思います。 

   しかし、一部の地区においては、このコロナ禍の４年間で、イベントへの参加者数が

減少し、参加者数が回復しないというような課題も見えてきており、社会的にコロナの

後遺症が残っているのかなと思います。しかし、こういった課題についても、それぞれ

ご苦労があるかと思いますが、市としても、一緒に汗をかきながら、地域活動の再構築

に向けて尽力していきたいと思います。 

   同時に令和２年には大雨が発生し、関川流域の氾濫、内水氾濫という大きな被害があ

りました。関川については、現在、県の方で大規模な改修工事を行っていただき、来年

には完了するのではないかと思います。また、内水氾濫につきましても、市の方で計画

を策定し、１５年程度の長いスパンにはなりますが、抜本的な氾濫防止のための対策を

講じていき、着実に進めていきたいと思います。今年の梅雨はまだ明けていませんが、

幸い今のところ大雨は降っていません。今後もなるべく降らないことを祈るばかりです

が、梅雨が明けても、次は猛暑や台風などの危険性がありますので、市としても災害対

策に万全の準備をしていきたいと思います。地区協議会の会長の皆さまにおかれまして

は、今後も防災面へのご協力をお願いしたいと思っているところでございます。 

住民自治の担い手である皆さま方におかれましては、引き続き、住民のために、市の

パートナーとして、ご協力いただきますよう、お願い申し上げまして、簡単ですが私か

らの挨拶とさせていただきます。 

 

４．地区新任会長の紹介 

   本年度より、新たに下記の３名が会長に就任したため、事務局より紹介を行った。 

 （地区新任会長） 

  荒尾地区協議会 小柳 昭幸 会長 

  緑ケ丘地区協議会 石松 清 会長 

  清里地区協議会 黒﨑 雅司 会長 

 

５．役員改選 

令和５年度の地区協議会会長会役員任期の終了により、令和６年度の荒尾市地区協議

会会長会役員改選を実施。自薦、他薦がなかったため、事務局案として会長に万田地区

協議会の河部会長、副会長に万田中央地区協議会の田中会長を提案し、異議なく承認を

受けた。 
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６．議題 

   本日の出席が１２名で、荒尾市地区協議会会長会規約第５条第２項により、本会議が

成立していることを報告。また議事の進行については、荒尾市地区協議会会長会規約第

５条第１項により、本会の会長である河部会長が議長となり、議事進行を行う。 

 

〇議題１「令和５年度活動状況及び令和６年度事業計画について」（事務局） 

   事務局より、資料３「令和５年度活動状況」に基づき、昨年度の地区協議会の全般的

な活動について説明を行った。その後、各地区協議会の会長から令和５年度の活動状況、

令和６年度の事業計画について説明が行われた。 

 

  資料３ 令和５年度 活動状況 

  内容：（１）地区協議会の活動状況について 

     （２）【R6.2.2】視察研修（福岡県香春町） 

 

  ◇ 荒尾地区（小柳会長） 

    荒尾地区は大きな事業の１つに、一小校区元気づくり委員会主催の「音と光の祭典」

を開催している。この事業は荒尾第一小の６年生も一緒に参加し、活動している。昨

年の 10 月には「レクレーション大会」を開催。同事業の中で、子どもたちと高齢者

が一緒に競技を行う姿やご飯を食べている姿を見ると、今後も地域の仲間づくりのた

めに継続していく必要があると感じた。あとは、１月に一小校区元気づくり委員会主

催の「どんどや」を開催している。 

    また、各地区の交通安全や環境美化を呼びかけるための看板を岱志高校美術部の生

徒に依頼し、各地区１枚ずつ制作してもらった。昨年度の２月に完成し、各地区への

引き渡し式を岱志高校で実施した。このように荒尾地区は小学校、中学校、高校が一

緒になって地域づくりを進めている。 

    今年度の事業は運動会の代わりに文化祭を開催する予定。また、荒尾地区は毎月、

運営委員会を開催しており、地区の情報共有も図っている。 

 

  ◇ 井手川地区（辛島会長） 

    昨年度はコロナの感染症法上の位置付けが５類に移行したため、いろんな事業を

開催することができた。しかし、事業への参加者数は、コロナ禍前と比べると減少

している。昨年度開催した「ボウリング大会」については参加費を無料にしたこと

もあり、参加者数は非常に多かった。あとは、万田公園の草刈りや花の植栽等を行

っている。 

    今年度は、昨年の事業をそのまま開催予定だが、新たに「e スポーツ大会」の開

催を市の職員から提案があったため、試行的にやっていこうと考えている。 
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  ◇ 中央地区（中村会長） 

    中央地区は世帯数がとても多い地区であるが、事業を開催しても人の集まりが悪い。

昨年の２月に文化交流事業として、有名な方を招き、講演会を開催したが、当初、参

加人数が少なくて、役員に集めてもらって 40 名程の参加となった。そのため、今年

の文化交流事業は認知症予防として、６月に「輪投げ」を開催し、20 名程度の参加が

あった。 

    また、昨年度、よかまち中央会が解散し、中央地区協議会との１本化を図った。そ

のため、今年度は地区協議会の単独事業としてペタンク大会やグラウンドゴルフ大会、

歩け歩け大会の開催を予定しており、2 ヶ月に一回程度は事業を開催したいと考えて

いる。しかし、参加者が年配の方ばかりで、参加者数が少ないのが悩みである。 

    今年度は、ここ数年開催ができていない「中桜祭」に代わる新たな祭りの開催がで

きないか検討している。12 月にはよかまち中央会で開催していた「門松作り」を地区

協議会で開催する。本当は中央小学校で「どんどや」の開催を考えていたが、近隣住

民の反対があり、開催ができなかった。今後も人が集まるような事業を役員等と一緒

に考えていきたい。 

 

  ◇ 緑ケ丘地区（石松会長） 

    緑ケ丘地区協議会は新たな事業として「e スポーツ大会」を令和４年度から開催し

ている。e スポーツは我々の世代には馴染みがないが、コンピューターゲームに競技

性のニュアンスが合わさったもの。第１回目の開催時に参加者を募集したところ、す

ぐに定員の１６名が集まり、子どもたちには人気があるように感じた。当日は家族や

友達も応援に駆け付け、非常に盛り上がりをみせた大会となった。今年の５月には第

３回目を開催した。この事業を行うには機械に詳しい人が必要なので、そういった分

野に詳しい人を見つけることが必要かと思う。 

    もう１つが緑ケ丘地区協議会主催で「みどりまつり」を毎年開催している。同事業

の特徴は、ポスターの制作や当日の司会、準備等を緑ケ丘小の児童に協力してもらい、

小学校と一緒に作る祭りとなっている。今年度も 11 月に「第 11 回みどりまつり」の

開催を予定している。 

    また、今年度の事業で「緑ケ丘小寺子屋」の開催を考えている。というのも、現在、

緑ケ丘小の先生の人数が少なく、大変な状況が続いており、学校側から授業の見守り

の依頼を受けている。その際に授業についていけない児童がいて、そのままにしてお

くのはどうかと思ったが、先生の人数が少ないため、先生たちも手が回らない状況で

あった。そこで、地区協議会の役員や各区長、民生委員、PTA の方たちに協力してい

ただき、夏休みの２日間「寺小屋」の開催を地区協議会で計画することにした。小学

校にも相談したところ「ぜひお願いします」という回答をいただいた。同事業を通し

て、子どもたちと地域の方が繋がる場にもなるかと思う。どのくらいの子どもたちが

来るか分からないが、今年度開催してみようと思っている。 
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◇ 平井地区（内野会長） 

  令和５年度は毎年行っている岩本橋の「鯉のぼり掲揚」を桜の時期に合わせて、３

月下旬から５月の中旬まで実施した。また、昨年度は平井小創立 150 周年であったた

め、それに合わせて、平井地区協議会と PTA を中心に実行委員会を立ち上げ、11 月

に記念式典を開催した。 

  また、平井地区は区長会を２ヶ月に１回開催している。区長会のメンバーは平井地

区 12 行政区の区長又は行政協力員、市役所の担当職員、また議題によっては小学校

や地元の関係者にも来てもらっている。会議の内容は主に各行政区の問題を取り上げ

ている。昨年度は関川の復旧工事に関する意見が多く、工事に係る騒音問題等も挙が

った。そういった意見については市役所から担当部署に伝えてもらうようにしている。

直近の問題としては、消防団のなり手が少ないという問題が挙がっている。地区によ

っては０人のところもあり、その地区で竹林が燃えたこともあったため、区長からも

困っているという声が挙がっている。地区によっては何とか合同で行っているところ

もあるが、とにかく消防団が少ないという問題がある。 

  それから今年度の地区協議会の事業は、鯉のぼりの掲揚を実施している。また、11

月に平井小学校と合同でウォーキング大会を開催する予定であり、９月頃からコース

の下見に行き、実行委員会を立ち上げて、開催に向けて取り組んでいく。 

 

◇ 桜山地区（吉村会長） 

    令和５年度の大きな事業としては、荒尾市の総合防災訓練が桜山地区で開催された

ため、避難所運営等を各町内会と連携して取り組んだ。桜山地区内では町内会が無く

なったところもあるが、そういった地区にも参加してもらい、計 250 人以上の参加が

あった。 

    令和６年度も、防災について住民の関心が増えてきているため、小学校等とも連携

しながら、防災づくりと防災実践に取り組んでいこうと考えている。 

 

◇ 清里地区（黒﨑会長） 

  清里地区は毎月第４木曜日に役員会を実施している。昨年度の事業は、大きな目玉

として、海での潮干狩りを開催した。さらに、５月の梅雨前には海岸清掃、８月に通

学路の除草作業、９月からは６行政区の区長と一緒に玉ねぎの苗販売に向けた作業を

開始し、11 月の販売会に向けて、定期的に畑の草取り等を行った。また、グラウンド

ゴルフ大会を計画していたが、諸事情で中止となった。 

  清里地区は６行政区あり、少子高齢化で単身世帯が増え、家の雑草処理ができず、

荒れた家が目立つようになっている。その対策をどうするか協議しているところであ

り、地区協議会でも困っている。また、地区協議会で様々なイベントを計画しても、

集まりが悪い状況となっている。毎月、各行政区で「いきいきサロン」を開催し、い

ろんな催しものをやっているが、参加者も少なくなっているため、地区協議会でも協

力していく必要があると考えている。 
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  また、清里小学校の通学は学校から１キロ以上離れている家がほとんどで、その間

の雑草処理にも困っている。児童数も非常に少なくなってきており、少子高齢化は私

たちの地域にも大きな波として押し寄せてきていると痛感している。 

 

◇ 有明地区（安田会長） 

    有明地区協議会は７月から会長が変わり、規約改正や事業の見直しを図り、新たな

出発点として取り組んでいる。また、有明元気づくりが今年度７月をもって解散する

ことが決まり、今後は清算事業を行い、その他の事業は地区協議会の事業計画に組み

入れていくような方向で協議している。 

    昨年の３月に大きな事業として、５年ぶりに「親睦運動会」を開催。400 名程の参

加があり、子どもたちも 100 人近い参加があった。 

    それから、歩け歩け大会、グラウンドゴルフ大会、荒尾干潟湿地センターと連携し

た歴史ウォーキングを開催した。また、荒尾干潟サンセットカフェ＆コンサートに向

けた除草作業など、荒尾干潟・湿地センターが主催する事業への協力等も行っている。 

    今年度も同施設開館５周年の記念事業に先立って、堤防やセンター周辺の除草作業

や清掃作業を行い、事業については、地区協議会が従来行っていた事業と有明元気づ

くりの事業を継承して、取り組んでいく。 

 

◇ 八幡地区（旭田会長） 

  八幡地区協議会は５つの部会に分けて、活動を行っており、部会ごとに事業計画

を立て、活動を進めている。 

  防災安全部会は月１回、子どもたちの通学路を青色パトロールカーで巡回し、11

月には「防災ウォーキング大会」を開催している。12 月には子どもたちと消防団員

が合同で防災消化活動の呼びかけを行っている。 

  体力づくり部会は昨年度、グラウンドゴルフ、ペタンク、アジャタを行った。 

  元気づくり部会は昨年度、４年ぶりに「やはたの祭り」を開催。４年前は参加者

も多く、役員がバザー関係や焼きそば、焼き鳥の提供を行っていたが、役員の負担

が大きいという意見が出たため、昨年度からキッチンカーを呼ぶことにしている。

同事業は八幡地区内の保育園にも呼び掛け、一緒に祭りを盛り上げており、さらに

同地区内のいろんなサークル活動の場にもなっている。 

    健康福祉部会は年１回「健康推進大会」を開催し、高齢者の健康測定や健康に関

する講演会を行っている。 

    環境美化部会は、２ヶ月に１回、地区内のごみ拾い、パトロールを行い、また、

地区内に２つの花壇を作り、定期的に花の植栽活動を行っている。 

 

◇ 府本地区（山﨑会長） 

    府本地区はコロナ禍でもほとんどの事業は中止せず開催してきた。今年も基本的に

は従来ベースで事業を開催していく。小学校との連携も非常にうまくできている。小
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学校の通学路清掃等は地区協議会の活動としては行わず、地区住民有志の皆さんが定

期的に実施してもらっている。小学校校内やお茶畑の草刈り作業も年間通して地域住

民の方が行ってもらっているので、きれいな状態が保たれている。これは地域の学校

は自分たちで守るという意識を長年培っているからだと思う。 

府本地区の諸活動は、「いきいき小岱会」の時期から、先輩方が長年継続して取り

組んできた実績があり、そのおかげで、児童数が 60 数名と少ない学校で、住民数も

少ない地域にもかかわらず、継続的に事業が実施できている。当地区も少子高齢化が

進み、役員の担い手不足など、いろいろな課題があるなか、やれることは全部やって

きている。「紅葉狩りウォーク」は今年で 20 回目、「カライモ堀大会」も 15 年など、

長くやっていると、多くの参加があり、毎年楽しみにして来られる。「歩け歩け大会」

は数年前から府本小と一緒に開催しており、昨年は PTA の食バザーを実施したことも

あり、300 名近くの参加者となった。やはり、長く活動を継続するとそれなりの活動

方向が見えてくる。 

また、今年度は府本小が創立 150 周年となるため、12 月に記念式典を開催予定。 

 

◇ 万田中央地区（田中会長） 

    万田中央地区の事業は例年とおりの計画となっている。 

    今年度は旧三小体育館の屋根の改修工事とトイレの設置を市が実施することが決

定している。事業については、改修工事の時期を踏まえて、実施していきたいと考え

ている。 

    事業については、とにかく人を集めないといけないと感じており、そういった話し

合いを行っている。２、３年前から「どんどや」と「もぐらうち」を開催しているが、

同事業の開催を通して、これまで来られていなかった方も来られるようになった。こ

のように何でもいいからとにかく人が集まるような事業を開催し、地区内にどういっ

た方が住んでいるかを把握することが必要かと思う。万田中央地区は人口が少ない地

区であるため、人を集め、盛り上げるためにはどうしたらいいかを考え、事業の中身

よりもそういった方向に目を向けている。 

    しかし、「歩け歩け大会」や「万田山ハイキング」の開催にあたって、最近イノシ

シの問題が発生している。また、開催するにはコースの整備が必要であるが、役員が

高齢化し、手伝ってくれる方が少なくなっている。さらに、炭鉱電車の敷地に建って

いた鉄塔の撤去工事が今年の７月から始まり、炭鉱電車の通りが通行禁止となってい

るため、コースの選定は模索している。そのため、今年の歩け歩け大会は四ツ山神社

あたりに行く予定としている。その他の事業についても計画しているが、地区の事情

を加味しながら、地域で話し合いができるような組織を作っていきたいと思う。 

 

◇ 万田地区（河部会長） 

    万田地区は競馬場跡地の整備が進められ、新たな施設やスーパーが開業することに

なっている。今後、新しい町として万田地区に入るため、新たな問題が発生するかと
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思われる。 

また、万田小の PTA が解散することになり、見守り活動の継続やその他の対処問題

が出てきている。さらに、子ども会も解散している地域が増えており、今後、地域が

果たす役割も増えてくる。現在、各地区で防災に関する組織が新たに設立しているた

め、そういった団体とも地区協議会が連携して、取り組んでいくことが必要かと思わ

れる。 

また、万田地区協議会の活動の特徴として、旧二小と旧三小が合併した記念にオリ

ーブを植えており、年間２０万近くの実が収穫されている。その活動の支援として、

学校へ肥料を提供している。 

もう１つ、万田地区の特徴として、今後、荒尾駅の改修工事を予定しており、バリ

アフリー化が計画されている。さらに、荒尾駅と競馬場跡地を結ぶ、まちづくり計画

も予定されており、競馬場跡地が新たな町として活性化できれば、荒尾駅周辺も変わ

ってくるのではないかと思われる。 

 

 〇議題２「令和６年度の取り組みについて」（事務局） 

  事務局より、資料４「令和６年度の取り組みについて」に基づき、今年度の地区協議会

の全般の取り組み内容について、説明を行った。 

 

資料４ 令和６年度の取り組みについて 

  内容：１．地区担当職員制度の運用について 

      ２．令和６年度視察研修について 

     ３．「地区協議会 運営ガイドライン」の作成について 

     ４．地域課題解決人材マッチング（仮称）の運用について 

 

【質疑・意見】 

〇 地区担当職員について、地区協議会の会議時にあまり発言がないため、地区協議会の

役員や区長、民生委員が集まるような会議の場で、市政情報等の発信をしてほしい。 

（緑ケ丘地区協議会 石松会長） 

 

〇 地区協議会の位置付けが皆さん混同しているかと思う。例えば地区協議会と区長や行

政協力員の役割は違う。皆さんが兼務しているからといって、地区協議会の中で、区長

や行政協力員の仕事と混同しないようにして対応していただきたい。（府本地区協議会 

山﨑会長） 

 

〇 地区協議会は元々、社会教育連絡協議会であった経緯がある。各地域では様々な団体

があり、それらを統括して、まとめていくのが地区協議会の役割であって、事業を開催

するだけが地区協議会の役割ではない。地区内の連携を図りながら、活性化させていく

のが地区協議会の役割であるかと思われる。（万田地区協議会 河部会長） 
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〇 今年度の視察研修について、もし開催場所の選定が困難であれば、議員との懇談会も

検討してはどうか。（万田地区協議会 河部会長） 

 

〇 現在、有明沿岸道路の整備が進んでいるが、競馬場跡地から長洲までの整備にあたっ

て、地権者等との説明がなされておらず、不安に思っている住民がいる。そのため、現

在の進行状況等の報告を地域住民に対して行っていただきたい。（清里地区協議会 黒

﨑会長） 

⇒ 市の方で担当部署に確認し、後日、報告を行う。（事務局） 

 

〇 資料４の「地域課題解決人材マッチング」について、あくまでも地区協議会からの依

頼のみか？行政区からではできないのか？（平井地区協議会 内野会長） 

 ⇒ 今考えているのは、地区協議会からの依頼のみを考えている。今後、この事業が上手

くいき、大きく広げていければ、各行政区からの依頼も受け付けていきたい。（事務局） 

  

 〇 地区協議会は構成団体に小学校や PTA が入っているため、ある程度人が集まるが、行

政区は人数も少なく、高齢化である。そのため、行政区の方がイベントの開催が負担に

なっているので、行政区の方でも依頼ができればと思う。（平井地区協議会 内野会長） 

 

 〇 地区協議会と行政区の仕事は全然違うため、各行政区の事業と地区協議会の事業はは

っきり区別しておかないと、行政区の事業含め全部を地区協議会が関わるようになって

しまうと対応ができなくなる。（府本地区協議会 山﨑会長） 

 

 〇 万田地区協議会は地区内のボランティア団体が主催する事業に対して、後援という形

で協力している。そういった協力の形もあるかと思う。（万田地区協議会 河部会長） 

 

 以上で、議事が終了したため、河部会長が議長を退任。進行を事務局に返した。 

 

７．連絡事項 

（１）生涯学習課 

◇ ファミリースポレクあらおの開催について 

別紙「ファミリースポレクあらお’２４開催要項（案）」を基に説明。 

 

【質疑応答・意見】 

〇 各種目は団体戦で行うのか？（万田中央地区協議会 田中会長） 

⇒ 団体戦では行わない。また、点数等も付けずに行う。（生涯学習課） 

 

〇 募集にあたり、各地区から何人ずつ集めないといけないというような制限は求め

ないのか？（万田中央地区協議会 田中会長） 
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⇒ そのような制限は求めず、自由参加となる（生涯学習課） 

 

〇各地区で参加人数の枠をある程度決めて、開催した方がいいのでは。（万田中央地 

区協議会 田中会長） 

 

〇 昨年度は何組程の応募があったのか？（府本地区協議会 山﨑会長） 

⇒ 昨年度は 60 組程の応募があった。（生涯学習課） 

 

〇 学校への周知は行っているのか？（万田地区協議会 河部会長） 

⇒ 学校は通さず、広報あらおの掲載とスポーツ推進委員を通しての周知となってい

る。（生涯学習課） 

 

〇 子どもが参加するのであれば、学校への周知は必要なのでは？（万田地区協議会 

河部会長） 

 

〇 地区協議会としては地区に知らせることしかできないので、学校に知らせること

は必要かと思われる。（荒尾地区協議会 小栁会長） 

 

〇 昨年の会議の中でも、なぜ学校への周知ができないのかという意見が出ている。 

（八幡地区協議会 旭田会長） 

 

 （２）防災安全課 

  ◇ 地区防災計画作成状況、自主防災組織連絡協議会等について 

別紙「防災安全課 資料」を基に説明。 

 

【質疑応答・意見】 

   〇 地区協議会と防災士会の連携とあるが、将来的には防災士会を地区協議会の構成

団体の中に入れる意向が市としてあるのか？（府本地区協議会 山﨑会長） 

   ⇒ 防災士は個人で資格を取得しているため、これまで中々、地域に入っていけない

ところがあった。そのため、防災士が地域で根付いていけるよう、荒尾市防災士会

を設立し、地区協議会の中に入って、一緒に活動できないか考えている。ご協力い

ただければと思う。（防災安全課） 

 

   〇 防災士会がどのような形になるのか、また、自主防災組織連絡協議会や地区協議

会の防災関連部会がある中で防災士会が地区協議会の中でどのような位置付けに

なるのかを整理していただきたい。（府本地区協議会 山﨑会長） 

 

   〇 各地区に防災士を設立するにあたって、補助金等はあるのか？（万田地区協議会 
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河部会長） 

   ⇒ 今のところ、市からの補助金の交付は予定していない。（防災安全課） 

 

（３）環境保全課 

◇ プラスチック類のリサイクル状況について 

別紙「プラスチック類のリサイクル状況について」を基に説明。 

 

【質疑応答・意見】 

   〇 プラスチックの回収は毎週行う予定はないのか？ 

（万田中央地区協議会 田中会長） 

   ⇒ 現在のプラスチックの回収状況を踏まえて、今後検討していきたい。 

（環境保全課） 

    

   〇 通常のリサイクルとプラゴミリサイクルの内容の区別が難しいという声が地域

から挙がっている。プラゴミの日にペットボトルを出す人がいるため、もっと分か

りやすい方法はないか。（桜山地区協議会 吉村会長） 

   ⇒ 環境保全課でもそういった声が挙がっているため、現在、ゴミ出しカレンダーの

内容の見直し等も含めて、検討していきたい。（環境保全課） 

 

   〇 プラゴミ回収のためのネットが足りないので、追加でもらうことは可能か？ 

（清里地区協議会 黒﨑会長） 

   ⇒ 希望があれば、ネットの追加配布は可能である。（環境保全課） 

 

   〇 プラゴミをリサイクルするメリットはあるのか？（荒尾地区協議会 小柳会長） 

   ⇒ 1 つは燃えるゴミの減量。もう 1 つは地球環境への配慮がある。（環境保全課） 

 

   〇 プラゴミの汚れについては、リサイクルに出す基準は個人の判断でいいのか？

（荒尾地区協議会 小柳会長） 

   ⇒ 本人がきれいに洗っているのであれば、リサイクルに出していただいて構わない。

汚れの判断については、個人の判断に任せている。（環境保全課） 

 

  ８.その他 

   特になし。 

 

  ９．閉会（くらしいきいき課 田中課長） 


